· 本様式の書式設定、スタイル設定は、原則変更しないでください。
· 本文のフォントサイズは【11ポイント以上】を厳守してください。
· 青字の記入要領は、このヘッダー部分も含めて提出時に削除してください。
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· 本様式は10ページ以内にまとめてください。
	提案者氏名
	

	所属団体名
	



	プロジェクト名
	

	主となる研究テーマ
※チェックしてください
	□　①デジタルソリューションを用いた新たな地域コミュニティーの創出と健康への影響
□　②日本の高齢者のデジタルリテラシーを向上させるエコシステム開発と実装
□　③デジタルスキルを獲得した高齢者が社会参加、就業機会を獲得できる環境整備推進

	プロジェクトの期間
	　　　　年　　　月～　　　年　　　　　月（　　　年間）

	希望する助成額
※助成額はプロジェクト経費と間接経費を合算した額です。
	研究期間の総助成額　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　円）


当団体に所属する上記の者が、提案者であることを承諾します。
	所属団体名
	

	職名
	

	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職印


· 職印は実印または第三者機関（認証局）により証明される電子印鑑の場合のみ可とします。
· 団体内で本提案について承諾する権限があり、職印がある役職であれば、制限は求めません。

プロジェクトの全体構想

1. プロジェクトの概要
· プロジェクトの概要を1,000文字以内で記載ください。
· プロジェクトの内容について、強調したいポイントや、プロジェクトリーダーとプロジェクトチームだけが主となる研究テーマに対してできる独自の強み、類似の研究活動等や事業との違いなどについて示してください。
2. プロジェクトで達成する目標
· 目標は本プロジェクトで解決したい社会課題を具体的に記載ください。

3. プロジェクトで達成すべき事項
· 「2.プロジェクトで達成する目標」に向けてバックキャストしたマイルストーンとして、実装目標・アクションを達成すべき事項（KPI）として具体的に記載してください。

4. プロジェクト推進の方針
※プロジェクトの目標達成のための推進の方針（改善や軌道修正、新たな知見・技術の導入、創造する価値（課題解決方法等）の展開、プロジェクトチームや共同プロジェクトグループのマネジメントの仕方など）を記載してください。

5. プロジェクトを始めるにあたっての準備状況
· 国内外での研究開発動向を含め、プロジェクトを始めるにあたっての準備状況を記載してください
· 事業化に向けての課題の把握状況を記載ください。

6. プロジェクト終了後の持続可能な事業の見通しについて
· 研究助成後に本プロジェクトがどのように持続可能な事業となるかを記載してください

7. 人権の保護および法令等の遵守への対応
· プロジェクトを実施するにあたり、相手方の同意・協力を必要とする研究・活動等、個人情報の取り扱いの配慮を必要とする研究・活動等、生命倫理・安全対策に対する取組を必要とする研究・活動等など法令等に基づく手続きが必要な場合に、どのような対策と措置を講じるのか記載してください。
· 採択内定後はプロジェクトについて倫理審査委員会の承認を得ること。

8. データマネジメントについて
· 本プロジェクト実施により創出・取得・収集されるデータをだれがどのように保有・管理し、また、そのデータを利活用する・されるかデータマネジメントの計画（構想）について記載してください。
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